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ある日のこと、帰宅したときに食卓の下に体温
計のケースだけが落ちていました。そのころ、私
も含めて家族が次々と風邪にかかっており、体温
計がたびたび使われていました。妻によると、昼
に子どもの熱を測った記憶はあるけど、その後は
わからないとのこと。子どものいたずらでしょう
が、少し探したくらいでは見つかりません。
　「見つからないなぁ」
　「今夜急に必要になったりはしないと思うから、
　明日探すよ」
　「それ、フラグだったりして」
翌日は、ただ 1 人、風邪を引いていなかった
娘がとても楽しみにしていた幼稚園の遠足。発熱
したらアウトです。という背景のもと、「今夜は
必要にならないと思う」という発言が「フラグ」
とされたのですが、このような表現をご存じで
しょうか。若い方はお使いかもしれません。この
「フラグ」は、もとはコンピュータ用語だったの
ですが、ゲームなどを通して、物語におけるその
後の展開を決定づけるきっかけ、条件の成立、と
いう意味になりました。たとえば、劇中でこれか
ら戦場に出るというときに「この戦いが終わった
ら○○するんだ」というセリフが死を暗示すると
いうような「死亡フラグ」が有名です。
そもそも、「フラグ」（旗）という言葉がこの
ように使われるようになったいきさつは、コン
ピュータの構造や動作が関係しています。コン
ピュータハードウエア内にはフラグと呼ばれる仕
掛けがあり、ソフトウエア上にデータの一種とし
てフラグをつくることもあります。このフラグは、
一般に 2 つの値をとり、動作にかかわる何らか
の状態・条件の有効／無効、成立／不成立などを
示します。一般に、数値では 1 か 0 で有効／無
効を示しますが、言葉では有効である（有効にす
る）ことを、「フラグが立っている（～を立てる）」
と言います。
重要なフラグの 1 つに、演算結果に対応する
フラグがあります。コンピュータには演算回路が
あり、演算処理ごとにフラグが設定されます。た
とえば「ゼロフラグ」は、演算結果がゼロとなっ
たときに立つフラグで（ゼロにならなければ自動
的に倒される）、引き算と組み合わせたときに重
要な意味を持ちます。2 つの数値、Aと Bに対
して、A − Bを計算します（結果は活用しても
捨ててもかまわない）。もし、ゼロフラグが立っ
ていれば、A − B ＝０、数値が等しかったこと
を意味します。そのため、引き算命令の直後にゼ
ロフラグに応じて処理を変えるような命令を置く
と、条件判断ができます。また、多くのコンピュー
タには「１を引く」という命令があり、
　最初に Aに 10を代入する
※必要な処理を行う
　Aから１を引く
　ゼロフラグが立っていなければ※に戻る
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とすると、処理をしつつ、9、8、7 とカウント
ダウンして 0 になると終わる、繰り返し処理が
できます（この例では 10回）。
同じ演算系のフラグにキャリーフラグがありま
す。これは、各種演算の結果、繰上がり等で桁が
あふれると立つフラグです。コンピュータでは演
算できる桁数に限りがあり、あふれた分を単純に
無視した下位だけが結果として残ります。たとえ
ば足し算では、このキャリーフラグは、最上桁か
らの繰上がりにあたります。そこで、数値を上位
下位の 2 つに分け、下位同士を足し、さらに上
位同士の足し算に下位のキャリーを加えると、コ
ンピュータ本来の桁数よりも大きな数値を扱うこ
とができるようになります（たとえば、16bit の
マイコンで 32bit の数値を扱う）。
一方、引き算の場合には、「繰下がり」が必要
なときにキャリーフラグを立てる（逆に、必要な
いときに立てる方式もある）ようにして、同様の
考え方をすると大きな数字に対応できます。また、
A − Bの計算に対するキャリーを見て、繰下が
りがあれば、A ＜ Bであり、（ゼロフラグが立た
ずに）繰下がりがなければ、A ＞ Bとなり、数
値の大小比較もできるようになります。このよう
に、コンピュータにおける数値の比較には、「引
き算＋フラグ」が用いられています。実用的には
このほかに、演算結果のあふれを示すオーバーフ
ローフラグ（キャリーと若干異なる）、結果の正
負を示すサインフラグなどもあります。
そのほか、メカトロなどで使われる組込みマイ
コンでは、ハードウエアがらみのフラグも多数あ
ります。たとえば、アナログ電圧の取込みが完了
したフラグ、外部ピンの状態が変化したフラグ、
通信送受が完了したフラグなどがあります。設定
によってはこれらのフラグが立つと、ソフトウエ
アの現行処理を中断して専用の処理を開始するこ
と（割込）もあります。またソフト側でフラグの
状態を確認して処理を進めることもあります（こ
れらのフラグは自動では倒れずに明示的に倒すこ
とが多い）。
このように、フラグは「なにかの状態の成立」
を表す仕掛けで、それに応じてその後の動作が変
わります。ゲームなどで特定の操作・選択をした
ことでその後のシナリオが変わるようなつくりが
あり、それをゲームをする側も「フラグ」と言う
ようになったことから、意味が転じてアニメ等の
物語の状況表現にも広がったとされます。
さて、わが家のケースは、まさに「フラグ」で
した。憐れ、娘は夜中に発熱、遠足には行けなく
なりました。その代わりに後の日曜に、遠足で行
くはずだった公園に連れて行ったところで、また
別の本欄向けのネタが生じたのですが、それは別
の機会に。
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